
 

  

研究内容：  

日本人英語学習者の文法形態素の習得過程 

1970 年代以降の言語習得研究において、英語を第２言語（L2）として習得する学習者には、母語や学習者の

年齢の違いを超えたよく似た文法形態素の自然習得順序（Natural order)）があるとされている。 

しかし先行研究において、日本人英語学習者の言語習得過程では、自然習得順序仮説にそぐわない結果が多く

示されており、詳細な習得過程が明らかにされていない。私の研究では、このような学習者の多様な言語習得に

大きな影響を与えていると考えられる学習者の「文法（grammar）」や母語（L1）からの「転移（transfer）」を

明らかにし、学習者の自然な習得のメカニズムに即した教育方法を考案している。 

 

国際化における英語教育 

世界で使われている「英語」は、母語話者による「英語」とは異なった音韻体系や文法体系など、多様な形態

をもっている。国際化社会で、学習者に必要な「英語運用能力」とはどのようなものか、その英語「運用能力」

と学習者の「文法」とはどのように関係があるのかを中心に、目的に即した「英語」教育、指導法についても検

討している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【左】フィリピンの小学校の算数の授業風景 

【右】同、高等学校の英文学の授業風景 

※公用語の英語で行われています。（JICA国際協力機構海外研修にて） 

 第二言語習得過程における平均的な形態素の自然習得順序 

(cf. Krashen, 1977) 

-ing   / plural -s  / copula   

              ↓ 

auxiliary   /   article 

                          ↓              

irregular past 

↓ 

regular past  /   third - person singular  /  possessive  -s 
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